
1

原
油
価
格
の
将
来
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出

ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
は
最
大
の
産
業
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
労
働
者
の
一
四
％
を
雇
用
し
て
い
る
が
、
連
邦
歳
入
の
約
四
割
、

鉱
工
業
生
産
の
三
割
強
、
外
貨
収
入
の
五
割
強
を
稼
ぎ
出
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
経
済
の
大
黒
柱
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
二
○
一
○
年
ま
で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
二
倍
に
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た

が
、
頼
み
の
綱
は
石
油
・
天
然
ガ
ス
に
代
表
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
成
長
で
あ
る
。

石
油
に
つ
い
て
み
る
と
、
ロ
シ
ア
国
内
で
の
原
油
の
探
鉱
・
開
発
コ
ス
ト
は
、
バ
レ
ル
当
た
り
約
四

と
い
う
水
準
に
あ
り
﹇IE

A
2003

﹈、
中
東
よ
り
も
高
い
。
輸
出
す
る
に
は
こ
れ
に
バ
レ
ル
当
た
り
お
お

む
ね
二

強
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
タ
リ
フ
と
国
際
石
油
価
格
に
連
動
し
た
原
油
輸
出
税
が
上
乗
せ
さ
れ

る
。
国
際
石
油
価
格
が
バ
レ
ル
当
た
り
二
五

を
超
え
る
と
、
石
油
企
業
の
棚
ぼ
た
利
益
の
約
九
○
％
が

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
二
○
○
四
年
末
の
時
点
で
、
輸
出
税
は
、
バ
レ
ル
当
た

り
約
一
四

に
も
達
し
た
。

二
○
○
四
年
に
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
（
ウ
エ
ス
ト
・
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
）
を
中
心
に
石
油
価
格
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が
高
騰
し
、
十
月
二
十
五
日
に
は
バ
レ
ル
当
た
り
五
五
・
六
七

と
最
高
値
を
付
け
た
。
こ
れ
は
、
イ
ラ

ク
情
勢
の
不
透
明
性
を
は
じ
め
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
治
安
問
題
、
米
国
内
で
の
石
油
製
品
の

流
通
阻
害
、
同
年
夏
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合
し
、
こ
れ
ら
が
プ
レ
ミ
ア
ム
と
な

っ
て
、
一
○

以
上
価
格
を
押
し
上
げ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
現
状
の
需
給
関
係
で
は
バ
レ
ル

当
た
り
四
○

台
前
半
を
推
移
す
る
状
況
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
八
年
に
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
な
ど
に
よ
る
国
際
的
な
不
況
下
に
あ
り
、
こ
の
時
石
油
価
格
は

バ
レ
ル
当
た
り
一
○

前
後
ま
で
下
落
し
た
。
こ
の
時
、
カ
ス
ピ
海
で
の
石
油
開
発
は
推
進
が
困
難
に
な

り
、
開
発
工
事
の
先
送
り
と
い
う
様
子
見
の
状
態
が
し
ば
ら
く
続
い
た
。
油
価
の
下
落
は
、
内
陸
産
油
地

帯
が
ほ
と
ん
ど
で
、
輸
送
コ
ス
ト
の
か
さ
む
ロ
シ
ア
・
カ
ス
ピ
海
に
、
真
っ
先
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

と
い
え
る
。
そ
の
後
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
価
格
調
整
機
能
を
強
化
し
た
こ
と
か
ら
、
極
端
な
低
油
価
は
避
け
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
も
油
価
は
四
○

付
近
を
中
心
に
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
○

程
度
の
幅
で

乱
高
下
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ロ
シ
ア
の
国
内
油
価
は
、
二
○
○
四
年
の
平
均
で
バ
レ
ル
当
た
り
一
七

、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
で
最
高
値
を

付
け
た
時
は
、
国
内
で
も
二
五

ま
で
上
昇
し
た
。
二
○
○
五
年
に
入
り
油
価
は
バ
レ
ル
当
た
り
一
五

前
後
と
な
っ
て
い
る
。

むすび
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自
国
経
済
の
か
な
り
の
部
分
を
原
油
輸
出
に
依
存
す
る
以
上
、
ロ
シ
ア
経
済
は
海
外
市
場
で
の
油
価
の

変
動
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。『
二
○
二
○
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
』
に
お

い
て
も
、
こ
の
世
界
経
済
と
の
統
合
が
今
後
の
基
本
的
な
方
向
性
と
み
て
い
る
。

そ
し
て
、
油
価
が
バ
レ
ル
当
た
り
一
八
〜
二
○

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出

は
、
二
○
一
○
年
で
対
二
○
○
二
年
比
二
三
〜
二
五
％
、
二
○
二
○
年
で
二
五
〜
三
○
％
増
加
し
、
バ
レ

ル
当
た
り
三
○

ま
で
定
期
的
に
油
価
が
上
昇
し
た
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
○
〜
三
五
％
、
お
よ
び
四
五

〜
五
○
％
と
予
測
し
て
い
る
。
逆
に
油
価
が
一
三
〜
一
五

と
低
迷
す
る
と
、
輸
出
量
は
達
成
済
み
水
準

か
ら
一
○
〜
一
五
％
減
少
す
る
と
し
て
い
る
が
、
か
か
る
事
態
は
ロ
シ
ア
と
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
の
協
調
に
よ

り
避
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
現
在
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ス
の
状
況
下
で
、
ロ
シ
ア
の
石
油
輸
出
は
順
調
に
拡
大
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
能
力
で
あ
り
、
生

産
量
が
頭
打
ち
に
な
る
前
に
現
実
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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2

石
油
・
天
然
ガ
ス
の
今
後
の
輸
出
市
場

ソ
連
邦
時
代
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
の
輸
出
先
は
東
欧
・
西
欧
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
米
国

と
北
東
ア
ジ
ア
へ
の
シ
フ
ト
が
目
立
っ
て
こ
よ
う
。

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
に
よ
る
国
・
地
域
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
見
通
し
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
成
熟
市
場
と
新
興
市
場
と
の
差
異
が
よ
く
現
れ
て
い
る
﹇D

O
E

2001

﹈。

石
油
の
需
要
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
23
）、
西
欧
と
日
本
は
年
率
○
・
五
％
以
下
の
伸
び
率
で
、
二
○
二

○
年
ま
で
の
間
、
市
場
と
し
て
は
ご
く
緩
慢
な
成
長
が
期
待
し
得
る
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
国
、
イ

ン
ド
な
ど
は
年
率
五
％
前
後
の
成
長
が
見
込
ま
れ
、
成
長
率
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
規
模
に
お
い
て
も
世
界
市
場
に
対
し
て
十
分
な
影
響
力
を
有
す
る
水
準
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
両

国
の
旺
盛
な
需
要
増
は
、
急
速
な
経
済
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
そ
れ
を
支
え
る
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
し
て
は
、
中
国
へ
の
輸
出
は
長
期
的
な
市
場
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
優
先
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

西
欧
の
低
い
成
長
率
に
比
べ
、
米
国
の
年
率
一
・
三
％
と
い
う
需
要
の
伸
び
は
、
工
業
化
の
進
ん
だ
国

むすび
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と
し
て
は
最
も
高
い
。
こ
れ
は
、
恒
常
的
な
輸

送
部
門
で
の
伸
び
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
で
、

広
大
な
国
土
と
い
う
米
国
の
特
殊
条
件
を
反
映

し
て
い
る
。
現
在
で
も
石
油
消
費
の
三
分
の
二

は
輸
送
部
門
で
あ
る
。
ま
た
、
米
国
は
現
在
の

人
口
二
・
九
億
人
か
ら
、
二
○
二
五
年
に
は

三
・
五
億
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
の
な
か
で
は
珍
し
く
、
今
後
も
人
口
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
国
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
バ
ル
ト
・
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
、

バ
ル
ト
諸
国
経
由
の
ラ
イ
ン
を
代
替
す
る
自
国

経
由
ラ
イ
ン
を
建
設
し
て
き
た
が
、
欧
州
市
場

の
拡
大
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は

ム
ル
マ
ン
ス
ク
な
ど
、
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
級
タ
ン
カ
ー
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年平均
1999 2005 2010 2015 2020 増加率

（％）

19.5 21.2 22.7 24.3 25.8 1.3
13.9 14.8 15.0 15.2 15.4 0.5
5.6 5.7 5.8 5.9 5.9 0.3

2.0 2.5 2.8 3.1 3.3 2.3
4.3 5.3 6.7 8.5 10.4 4.3
1.9 2.6 3.4 4.5 5.8 5.4

74.9 85.1 95.0 106.9 119.6 2.3

米 国
西 欧
日 本

韓 国
中 国
インド

全世界

表23 米国DOEの予測する地域別の石油需要見込み

（単位：100万バレル／日）

（出所）DOE（2001）.

成
熟
市
場

新
興
市
場



の
接
岸
で
き
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
拡
充
し
て
、
九

日
で
到
着
で
き
る
米
国
東
海
岸
市
場
を
目
指
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
米
国
と
し
て
は
、

国
内
の
生
産
減
が
あ
り
、
中
東
依
存
度
の
低
減

化
を
目
指
し
た
い
と
こ
ろ
か
ら
、
新
規
の
原
油

供
給
ソ
ー
ス
と
し
て
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
原
油
輸

入
は
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

世
界
の
天
然
ガ
ス
の
需
要
見
通
し
を
、
表
24

に
示
す
。
大
幅
な
石
油
需
要
の
伸
び
は
期
待
で

き
な
い
西
欧
市
場
で
あ
る
が
、
天
然
ガ
ス
の
需

要
は
、
年
率
三
・
○
％
程
度
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
特
に
発
電
分
野
で
の
天
然
ガ
ス
化
の

影
響
が
大
き
い
。
ロ
シ
ア
次
い
で
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
が
今
後
の
主
要
な
供
給
者
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ガ
ス
パ
イ
プ

むすび
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年平均
1999 2005 2010 2015 2020 増加率

（％）

21.7 25.2 28.0 31.6 34.7 2.3
14.0 17.8 20.0 22.4 26.1 3.0
2.6 2.9 3.0 3.3 3.9 1.9

0.6 0.9 1.2 1.7 2.2 6.5
0.9 1.9 2.9 4.6 6.4 10.1
0.8 1.3 1.8 2.4 2.8 6.5

84.2 102.9 119.7 140.6 161.8 3.2

米 国
西 欧
日 本

韓 国
中 国
インド

全世界

表24 米国DOEの予測する地域別の天然ガス需要見込み

（単位：兆立方フィート／年）

（出所）DOE（2001）.

成
熟
市
場

新
興
市
場



ラ
イ
ン
で
は
、
英
国
ま
で
そ
の
供
給
範
囲
が
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
時
点
で
も
西
欧
に
比
較
し
て
天
然
ガ
ス
の
比
率
の
低
い
日
本
で
あ
る
が
、
二
○
二
○
年
ま
で
の
伸
び

率
を
み
る
と
さ
ら
に
悲
観
的
で
、
韓
国
で
予
測
さ
れ
る
ガ
ス
化
の
進
展
に
比
べ
て
も
あ
ま
り
に
落
差
が
大

き
い
。
Ｄ
Ｏ
Ｅ
の
見
解
と
は
別
に
、
炭
酸
ガ
ス
（CO

2

）
排
出
問
題
な
ど
の
帰
趨
を
踏
ま
え
た
市
場
構
造
の

変
化
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
促
す
政
策
努
力
如
何
に
よ
っ
て
は
、
日
本
に
お
い
て
も
成
長
の
余
地
は
十
分
に

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
国
で
は
、
上
海
は
二
○
○
四
年
に
「
西
気
東
輸
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
完
成
し
、
タ
リ
ム
か
ら
の
ガ
ス

を
受
け
入
れ
は
じ
め
た
。
南
部
の
広
東
省
で
は
二
○
○
六
年
か
ら
、
福
建
省
は
二
○
○
七
年
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
輸
入
を
開
始
す
る
。

中
国
の
天
然
ガ
ス
市
場
の
拡
大
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
、
特
に
東
シ
ベ
リ
ア
の
ガ
ス
田
の
供
給
先
と

し
て
重
要
で
あ
る
が
、
個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
と
、
ま
と
ま
る
ま
で
時
間
を
要
し
て
い
る
。
中
国

が
、
今
後
の
重
要
な
市
場
と
な
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
成
長
率
に
つ
い
て
は
驚
異
的
な
高
さ
で
あ

る
と
は
い
え
、
ガ
ス
市
場
規
模
と
し
て
は
西
欧
に
比
較
し
て
も
依
然
小
さ
い
こ
と
、
国
内
産
の
ガ
ス
の
供

給
を
優
先
さ
せ
る
政
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
市
場
開
拓
に
は
依
然
と
し
て
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ

る
。
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3

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
政
策
と
優
先
順
位

二
○
○
四
年
五
月
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
年
次
教
書
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
で
は
特
に
、
幹
線
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
に
重
点
が
お
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
国
土
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
に
関
す
る
姿
勢

を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

教
書
で
は
ま
ず
、
道
路
、
石
油
・
ガ
ス
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
送
電
網
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
未
整

備
が
ロ
シ
ア
の
経
済
発
展
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
国
が
長
期
に
わ
た
り
、

国
土
イ
ン
フ
ラ
の
発
展
を
管
理
す
る
こ
と
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
の
支
線
は
民
間
投
資
の
対
象
で
あ
る
こ
と
と

明
確
に
区
分
し
た
。
す
な
わ
ち
、
幹
線
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
国
の
所
管
で
あ
る
こ
と
を
強
く
宣
言
し
た
も

の
で
あ
る
。

次
い
で
、
国
産
石
油
の
輸
送
供
給
先
を
多
様
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
、
具
体
的
に
以
下
の
五
つ
の

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
言
及
し
た
。

a
バ
ル
ト
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
拡
充
（
一
○
○
万
か
ら
一
二
四
万

／
日
へ
）。

s
西
シ
ベ
リ
ア
か
ら
バ
レ
ン
ツ
海
へ
の
原
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
・
稼
働
。

むすび
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d
東
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
原
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
ル
ー
ト
の
確
定
。

f
ボ
ス
ポ
ラ
ス
＝
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
迂
回
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
。

g
ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
ア
ド
リ
ア
海
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
接
続
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ど
れ
を
優
先
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
決
め
て
い
な
い
と
し
て
い
る
が
、
個
別

企
業
の
利
益
で
な
く
、
国
家
全
体
の
課
題
解
決
を
指
針
と
す
る
と
も
述
べ
て
お
り
、
経
済
的
な
波
及
効
果

な
ど
を
考
慮
し
た
国
家
的
視
点
が
重
視
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
な
か
で
、
a
バ
ル
ト
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
拡
充
と
g
ド
ル
ー
ジ
ュ
バ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
へ
の
ア
ド

リ
ア
海
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
接
続
は
、
全
体
の
予
算
規
模
が
巨
大
で
な
い
こ
と
、
既
往
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
部

分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
実
施
が
た
や
す
い
。
s
バ
レ
ン
ツ
海
向
け
と
f
ボ
ス
ポ
ラ
ス
＝
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海

峡
迂
回
は
、
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
議
論
が
依
然
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
お
ら
ず
、
二
○
○
五
年
ま
で
に
方
向
性

が
見
え
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
な
か
で
最
も
喫
緊
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
d
東
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
の
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
、
ロ
シ
ア
・
極
東
の
み
な
ら
ず
、
北

東
ア
ジ
ア
諸
国
に
ま
で
及
ぶ
。

天
然
ガ
ス
の
輸
送
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
ま
ず
国
内
の
ガ
ス
供
給
網
を
発
展
さ
せ
、
ロ
シ
ア
東
部

（
東
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
）
向
け
に
つ
い
て
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
方
、
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最
重
要
な
も
の
と
し
て
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ロ

シ
ア
・
バ
ル
ト
海
諸
国
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
は
全
欧
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
と
接
続
さ
れ
る
。
国
内

の
ガ
ス
供
給
網
に
は
、
コ
ビ
ク
タ
周
辺
で
の
域
内
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
中

国
へ
の
ガ
ス
輸
出
な
ど
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
長
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
み
な
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
教
書
で
は
、
ロ
シ
ア
と
い
う
国
で
は
、
個
々
の
地
域
が
政
治
・
経
済
の
中
心
地
か
ら
遠
く
離

れ
て
い
る
と
い
う
地
理
的
に
特
殊
な
条
件
下
に
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
発
展
こ
そ
が
一
つ
の
統
一
国

家
に
住
む
こ
と
の
利
点
を
保
証
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
し
て
、
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
高
度
に
発
達
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
の
地
理
的
な
特
殊
性
を
、
逆
に
競
争
力
の
あ
る
長
所
に
転
換
で
き
る
と
謳
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
中
心
に
位
置
し
、
西
に
欧
州
、
東
に
日
本
･
中
国
と
経
済
的
な
発
展
セ

ン
タ
ー
を
擁
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

現
在
、
こ
れ
ま
で
記
し
た
よ
う
な
複
数
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に

は
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
通
じ
て
真
の
国
力
を
現
出
さ
せ
た
い
と
い
う
、
ロ
シ
ア
の
遠
大
で
長
期
を

見
通
し
た
意
思
が
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

むすび
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